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松本学長よりメッセージ 

誰しも「母校」を変えることはできません。皆さんの母校は「ルーテル」でした。この名の由

来は宗教改革者マルティン・ルター（「路帖／るうてる」と明治期に記し発音されたことが由来）

です。ルターは「この世を動かす力は希望である」と語り聖書を探求しつづけました。「希望は

失望に終わることはない」（ローマの信徒への手紙 5 章 5 節／口語訳）は彼を支えた聖句（み言

葉）の一つといわれます。皆さんにおきましても、せっかく聖書を手にしたのですから再度開い

たり検索したりすることをオススメします。きっと人生の確かな道しるべに出会えることでしょ

う。卒業に際し私からも贈らせてください。「わたしから学んだこと、受けたこと、わたしにつ

いて聞いたこと、見たことを実行しなさい。そうすれば、平和の神はあなたがたと共におられま

す」（フィリピの信徒への手紙 4 章 9 節）。ここルーテルで学び、受け、聞き、見たことをたずさ

えて次の一歩を踏み出してください。平和の神さまが共に歩んでくださることをお祈りしていま

す。                                チャプレン和田憲明 

２０２５年度・２０２６年度チャペル委員長より 

和田チャプレンよりメッセージ 

新共同訳 新約聖書 フィリピの信徒への手紙 第４章６節前半 

「どんなことでも、思い煩うのはやめなさい。」 

皆さん、ご卒業おめでとうございます。皆さんが卒業する今年 2026年、学院は創立 100周年

を迎えます。卒業する皆さんに、初代院長であるマーサ B エカード先生が周囲に語った次の言

葉を贈りたいと思います。「心配することは罪のうちです。無茶苦茶な心配は信仰のないしるし

です。夜休む時、心配、失敗、罪悪を申し上げ、懺悔して、忘れてしまうこと。いくら力が無く

ても、それを神にゆだねて安心することが大切です」。未来を無用に案ずるのではなく、自分自

身の可能性を信じ、新しい世界への一歩を踏み出してください。                  松本 充右 
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 ４年生の皆さん、ご卒業おめでとうござ

います！ご一緒にできた期間は長くはあ

りませんでしたが、活動の合間にさまざま

なお話をさせていただき、とても楽しい時

間でした。 

いつも気さくに接してくださり、本当に

ありがとうございました。新たな環境での

さらなるご活躍を心よりお祈りしており

ます。           ２PS１ 古閑 

 卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうござい

ます！チャペルでの活動やさまざまな行事に

いつも積極的に参加してくださり、とても嬉

しかったです。皆さんが楽しそうに活動され

ている姿がとても印象に残っています。卒業

されるのは寂しいですが、新しい場所でのご

活躍を心から応援しています。大学に遊びに

来たときは、ぜひチャペルにも顔を出してく

ださいね！またお会いしてたくさんお話でき

る日を楽しみにしています！  ３PE１ 武田 



 

 

 

  

 

フィリア祭 

２０２５年度チャペル委員会の歩み 

編集後記 

 卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございま

す。先輩方にはたくさんのことを教えていただ

き、心より感謝しております。チャペル委員会

等の活動の中で、先輩方が引っ張ってくださる

姿は、私たちにとって大きな学びでした。新た

な場所でのさらなるご活躍を心よりお祈りして

います。 

また、１年間チャペル新聞を読んでいただき、

ありがとうございました。来年度もどうぞよろ

しくお願いいたします。     ３PS１ 平野 

チャペルロビー


